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前岡山大学環境管理センター黒瀬節夫＊
合掌　いつもお力添えありがとうございます。
　私が環境管理センターに在職しましたのは2年という短い間でしたが，多くの事を学ばさせて
頂きました。この場をお借りいたしましてお世話になりました皆様方にお礼申し上げたいと思い
ます。
　さて，私がセンター在職中は主に無機・有機廃液処理を担当しておりました。ご存知とは思い
ますが，有機廃液は燃焼処理を，そして無機廃液は凝集沈澱法による処理を行なっております。
この廃液処理（特に有機）には多くの手間と時間がかかり，技術指導員の先生方が廃液処理を敬
遠される大きな要因の一つだと，そこで，実務にたずさわっておりました私が経験を元に，どの
ようにしましたら短時間に手間がかからないで処理できるかということについて話を進めて行き
たいと思います。
1．有機廃液処理
　（i）分別貯留を心がける
　　　処理する上で廃液の性状を把握しておくことは大切です。そのために最低でも可燃性・不
　　燃性・塩素系（クロロホルム，四塩化炭素等）の3種類位は分別貯留しておくほうが後々処
　　理が簡単になります。
　（ii）廃液調整は前日に混合槽を使って
　　　当センターの廃液処理能力は1日約200　e位です。しかし，これは朝9時から夕方5時ま
　　でフル稼動した時です。廃液処理の当日に調整しておりますと1時間位はすぐに無駄になり，
　　その分処理能力は落ちます。また，調整には混合槽（1回に約IOO　e調整可能）を使ってで
　　きるだけ均一な廃液にした方が燃焼も安定し失火等の不測の事態も起こりにくくなります。
　㈹　塩素濃度は5％以下
　　　処理する上で塩素は燃焼によって塩酸ガスとなりますので炉，配管等を腐食します。した
　　がって，廃液中の塩素濃度が5wt％以下という基準値は非常に厳しく守られています。し
　　かし，5wt％以下ということは5．Owt％でもOKです。塩素系溶剤を抽出等に使われる研究
　　室等では貯留の際にはっきりと区別して貯留し他の廃液と上手に混合するのが得策です。
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（IV）廃液タンクのセットは慎重に
　　失火の原因でよくあるのが廃液タンクのセットミスです。一度失火しますと最低でも30分
　位は時間のロスになります。廃液タンクは（B）や（C）の様にセットしますと途中で空気を吸って
　しまい失火となってしまいます。正しく（A）の様にセットして下さい。
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（・）廃液処理カードは40分に1枚
　　廃液処理カードは廃液タンクが20eの場合40分に1枚，］．O・eの場合20分に1枚の記入とな
　ります。（記入時問は1枚1分程度）後はこれと言ってする事はありません。したがって，
　目を通しておきたい本や至急の仕事等がありましたら十分にこなす事ができます。時間の有
　効利用を考えてみて下さい。
　　以上，さ細な事を書き綴ってみましたが，実行されてる指導員の先生も多々いらっしゃい
　ます。さ細な事ですがちょっと工夫するだけで今まで2日かかっていた廃液処理が1日で，
　3日かかっていた処理が2日で終る様になります。一度お試し下さい。
2．無機廃液
（i）分別貯留を心がける。
　　無機廃液はセンター職員が処理しますが，年々処理が困難になって来ているというのが現
　状です。したがって，受入基準もより一層厳しくなることが予想されます。そのため有機無
　機混合廃液等は別貯留してセンター専任教官等と事前に協議されるのが賢明かと思われま
　す。
（ii）廃液搬入は朝一番か昼一番
　　廃液搬入は部局別に日時が決められますが朝9時頃もしくは昼1時頃は搬入も少なく順番
　待ちもなくスムーズに事が運びます。
（iii）履歴カードは前もって
　　履歴カードは前もって記入されていた方が楽です。廃液移液に専念でき短時間で移液が終
　　ります。
　　無機廃液の場合，有機廃液と違って指導員の先生方が処理に立会われる訳ではありません
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ので気楽かもしれませんが，排出者として最低限のルールは守って頂きたいというのが私が
処理担当しました素直な感想です。
　最後に環境管理センターがより一層充実し環境教育の場としてのあるべき姿に一歩でも二
歩でも近づくことを心から望んでやみません。そのためには設備の充実等難問が山積みされ
ているとは思いますが，必ずやなされるものといやなされるべきものと信じております。ま
た，私が書きました事が少しでも皆様のお役に立てれば幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありがとうございました。合掌
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